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【付記】
　本稿で検討対象とした 『カラーパープル』 が、 ニューヨーク、 ブロードウェ
イのブロードウェイ劇場でミュージカル化されていて、 2005 年 12 月 1 日の
初演以来、 大変な人気で連日満員御礼の盛況ぶりである。 筆者は 2006
年2月17日ニューヨーク到着の夜に観たので、本文とは直接関連はないが、
紹介しつつ原作及び映像との比較をしておきたいと思う。
　ブロードウェイ劇場は劇場街 （theater district） のもっとも北より 53 丁目に
位置し、私事ながら 1989 年に初めてニューヨークを訪れ、最初に見た 『レ・
ミゼラブル』 の上演劇場でもあった。 以来、 ニューヨーク出張時は、 昼間
はハーレムのニューヨーク公立図書館分館ションバーグ ・ センターで史料を
収集し、 夜は宿泊数分だけミュージカルを見ることを常としてきた。
　18 年間のロングランを続けた 『キャッツ』 がいよいよ閉幕することになった
2000 年には、 開幕以来一度も休まずボンバルリーナの役で 『キャッツ』 の
舞台に立ち続けた黒人女優に刺激されて、 拙稿 「ブロードウェイを飾る黒人
女性― 20 世紀最後のミュージカルのヒロインたち」 （2001 年 1 月、 浦
和短期大学紀要 『論叢』 第 25 号） を著した。
　『カラーパープル』 の入場が始まった時刻にブロードウェイ劇場に着いた筆
者は、いつも通り 「舞台に一番近い席」 を指定したが、窓口の男性が 「111
ドル 25 セントだがいいか」 と確かめてきた。 訪れるごとに値上がりしていると
は言え、 「9 月 11 日」 から 1 年経ったニューヨークを確認するために訪れ
た 2002 年 9 月に、 2 回目だったエルトン ・ ジョンの 『アイーダ』 のオーケ
ストラ席が80ドルのままだったことを思うと、確かに高い…。TKSで半額チケッ
トにもならない人気のミュージカルは 90 ドル前後が相場というのが 2006 年 2
月の状況だったと思う。 高額チケットにもかかわらず、会場は立ち見（standing 
room） こそなさそうだがほぼ満席で、 観客の方が興奮しているようだった。
　滞在中の TV では、 黒人月間の 2 月でもあり、 多くの黒人紹介 CM が流
れていた。 なかでもミュージカル『カラーパープル』の CM は何度も目にした。





　本題に入ろう。 ミュージカル 『カラーパープル』 は、 映画 『カラーパープ
ル』 でのソフィア役がハリウッド ・ デビューとなったオプラ (cf. 註 43) が主要な
資金提供者となっている。 劇場入口で配布される小冊子 （写真） とは別に、
有料のプログラムによれば他に 10 人以上 （クインシー ・ ジョーンズを含む）
の援助者と数社の資金提供があったようである。
　プログラム冒頭で、 オプラは 「夢が叶った」 と題された挨拶文を寄せてい








がら 「マキダダ」 を歌う場面で始まり、 感動のラストには子供の頃の二人が
舞台の袖でやはり 「マキダダ」 を歌って幕が下りた。 ミュージカルなので当
然のことながら、 全編にパワフルな黒人音楽が歌われ、 言語を聞きとれな
い外国人観客は内容を理解できなくても音楽だけでも十分満足している様子
だったことが気になった。 オプラが意図した 「啓発」 が生きてくるのは幕間を
経た後半部分だったかもしれない。
　義父からの性暴力やミスターからの肉体的、 精神的 DV も十分せりふや
歌に表現されていて、 黒人音楽がパワフルであればあるほど筆者は複雑な
思いに駆られて、 音楽を楽しむことはできなかった。 原作及び映画と比較し










　3 カ所目はラスト ・ シーンで、 ミスターとセリーの復縁はあり得ないという映
画の解釈とミュージカルの解釈は微妙に違っていた。 復縁こそしないが、 友
情に変わっているらしくアフリカから子供達 2 人を連れてネッティが帰ってくる
場面では、 ミスターも仲間入りしていたのだった。 オプラの言う 「償い」 なの
かもしれないが、 筆者には納得できなかった。
　プログラムには 1909 ～ 1949 年の黒人史年表もあり、音楽や映画、ミュー
ジカルなど芸能面での黒人の活躍ばかりか、 全国黒人地位向上協会創設、
ベルリン ・ オリンピックでのジェシー ・ オーエンスの偉業、 第 2 次世界大戦
中のタスキーギ航空隊の活躍などが紹介されている。
　プログラムには原作者アリス ・ ウォーカーの言葉も紹介されている。 註でも
言及したように、 映画化は相当なショックだったようで (cf. 註 41)、 ミュージ
カル化されるという話が来たときにも特に嬉しくはなかったと語っている。 ただ、
できあがったミュージカルには満足したようで、原作を書いたときと同様に 「先
祖の声が聞こえるようだ」 と評している。 音楽の場面ではジュークボックス酒
場でのダンスシーンがお気に入りの様子だった。 ウォーカーが原作を通して
伝えたかったことは 「大きな愛、怒りや憎しみをも包み込むような大らかな愛、
人に何かを与えようとするときには痛みを伴うこともあるが、 痛みもまた愛であ
る」 ということだった。
